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高島A遺跡遠景 (北 から) 下 高島A遺跡 6地区 1号溝出土 弥生土器
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1 本書は、平成21年度に富山県射水市内において射水市教育委員会が実施 した埋蔵文化財発掘調査の

調査報告書である。

2 分布調査・試掘調査 。本発掘調査・出土品整理・報告書刊行は、国庫補助金・県費補助金を受けて

実施 した。

3 対象となった埋蔵文化財、並びに調査に関する位置 。原因・面積 。期間等は各章に記した。

4 本書の執筆・編集は、射水市教育委員会文化・スポーツ課主任 田中 明・主任 金三津英則が担当

した。

5 発掘調査及び遺物整理の従事者は次のとおりである。 (五十音順)

【現地調査】 魚 三男・尾森光正・木谷和夫・笹林秀男・三箇栄―・釣谷邦宏 。
1賓野 勇

呑日外志・牧野 賞・六渡尚正     (以 上射水市シルバー人材センター
)

【整理作業】 高瀬直子・開 一美・堀埜実津子・吉沢泰子

6 発掘調査に係る遺物・図面・写真等の資料は、すべて射水市教育委員会で一括保管している。

例

1 本書で用いた座標は世界測地系第Ⅶ系に準拠 した。方位は真北、水平基準は海抜高である。

2 遺構の分類記号は次の呼称を踏襲 した。

SD:溝  SE:井 戸 SK:土 坑

3 遺構実測図の縮尺は各々のスケールとともにその縮尺を表記 した。遺物実測図の縮尺は土器の1/4

を基本とするが、縮尺の異なるものはスケールとともにその縮尺を表記した。

4 出土遺物の番号は、遺物実測図・遺物観察表・写真図版の遺物番号にそれぞれ対応 している。

5 本書で用いた土層の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著 F新版標準土色帖』に準拠 している。

6 第 4章第 1節における発掘地区図版の試掘 トレンチ脇の記号は、遺物の出上位置を示 し種類は次の

とお りとした。

● :縄文土器 □ :弥生土器 ▽ :土師器 ▲ :須恵器 ■ :珠洲 図 :中世土師器

○ :中世陶磁器 ⑬ :近世陶磁器 ◎ :木製品 ◆ :石製品 ★ :金属製品 ◇ :鉄淳

☆ :その他 (近代以降) T:ト レンチ

7 遺物実測図中の上器断面の表現は次のとおりとした。

■■ :須恵器・珠洲  ■■ :赤彩処理  |■||:煤・炭化物
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第 1章 遺跡の位置と歴史的環境

射水市は富山県のほぼ中央に位置 し、市域は東西約11

km、 南北約15kmで総面積 109。 18kMで ある。北部に富山湾、

中央に射水平野、南部に射水丘陵を配 し、標高0～ 140mを

測る。富山市・高岡市 と隣接 し、交通の便に恵まれている 石

ことから、住宅団地造成が頻繁に行われ、ベットタウン化 川

県
が進んでいる。現在の人口は約 9万 5千人余 りである。

射水平野は、東の神通川と西の庄川に挟まれた東西約11

km、 南北約 7 kmの範囲の低湿地帝である。およそ 1万 ～

8千年前に形成された複合扇状地性三角州沖積平野で、河

川によって逗ばれた土砂や粘土・礫が堆積 している。この
第 1図 射水市の位置

沖積層が堆積 した時代は海岸線が沖へ後退 して平野部は現在より広かったとみられ、その後は縄文海

進とよばれる気候変化 と海面上昇により、海岸線が陸へ進行 して平野部が狭まり、現地形で標高約 5

m以下は海面下に没することになる。やがて気候の寒冷化による海面後退、河川の土砂が堆積するこ

とでかつての海は小さく放生津潟 (現 :富山新港)と してのみ形を残 し、周辺に湿原が現れる。この

湿原は放生津潟の水面 と標高差が殆どないため、河川の流れが澱み沼沢地を形成、湿原の植物が枯れ

て泥炭が堆積 し、平野部が開けていくことになる。また、射水丘陵は新生代第三紀の青井谷泥岩層を

基盤とし、上層に礫 と砂泥からなる日ノ宮互層 と太閤山火砕岩層が堆積 している。鍛冶川・下条川・

和田川やその支流によって河岸段丘や樹枝状の谷間が形成されている。このような自然環境で、先人

達は集落を形成 していったものと考えられる。現在、市内には459箇所の遺跡が密集 し、平野部に集落

遺跡、丘陵部に生産遺跡の立地が多 く確認されている。

丘陵部では国指定史跡の小杉丸山遺跡、小杉流通業務団地内遺跡、上野南遺跡、赤坂A～ D遺跡な

ど生産遺跡が集中している。これらの遺跡は須恵器窯跡約39遺跡、製鉄遺跡約147追跡を数えており県

内最大規模を有する。須恵器生産窯跡や鉄生産製鉄炉と炭窯、二人の住居や作業場が見つか り、窯や

炉を築 くのに適 した地形、粘土や薪・水の供給源が豊富にあることが好条件であつたと考えられてい

る。平野部では河川に近い地域に高島☆遺跡、北高木遺跡、二口油免遺跡、小杉伊勢領遺跡などの集

落遺跡が分布 し、竪穴住居や掘立柱建物、溝や井戸などが確認されている。生産地である丘陵部と消

費地である平野部を河川が結んで、交通路 として機能していたために集落が営われてきたと考えられ

ている。

高島A遺跡は、庄川右岸に形成された標高約1.5m前後の沖積低地に立地 し、弥生・古墳時代を主

体 とする遺跡である。平成 9年度本発掘調査では弥生時代中期の周溝をもつ平地式建物 2棟 と方形周

溝墓 1基が確認されている。また平成14年度試掘調査では、遺跡北半分の遺構分布範囲を確定 してい

る。平成17年度には、土地区画整理事業に伴う本発掘調査が行われ、弥生時代後期～古墳時代前期、

鎌倉時代～室町時代の遺構・遺物が確認され、全国初となる装飾性に富んだ石製品も出土 している。

土合地区は、射水市の南西部に位置する東西約2.8km、 南北約0.9kmの 水田地帯である。文献資料での

「土合Jの地名は、近世初期に現れるが、周辺の広上・小泉 。上条 。下条・島は「浅井郷五ケ村」と

称され、中世以前から存在 した集落である。庄川に隣接 した当地区では、近世以降、度々の洪水によ

る荒廃 と再開発を繰 り返 しているが、大部分が埋蔵文化財の未調査区域であったため、これまで埋蔵

文化財包蔵地は確認されていない。
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第 2図 遺跡の位置と周辺の遺跡
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第 2章 高島A遺跡本発掘調査

第 1節 調査 に至 る経緯

平成13年度、新湊市 (現射水市)鏡宮地区における土地区画整理事業計画の照会を受けた。平成14

年度、事業計画地が埋蔵文化財包蔵地 (高 島A遺跡)に含まれることから、遺跡保護と工事計画の調

整を図る目的で試掘調査を実施した。その結果、計画地南側半分の約25,000ぽ を中心に弥生時代中期

から古墳時代前期の遺構・遺物を確認した。このため、遺構に影響が及ぶ工事等を実施する場合は、

本発掘調査による記録保存が必要との判断を示した。平成17年度、造成工事に先立ち計画道路部分の

3,212♂ において本発掘調査を実施した。平成19年度、分譲が開始され宅地49区画で遺跡の保護措置が

必要となり、工事が地下遺構に与える影響を判断しながらの対応となった。平成19年度 1地区、平成

20年度 2地区、平成21年度は3～ 6地区の4区画で本発掘調査を完了し、残り43区画は平成22年度以

降の対応となった。

第 3図 発掘区位置図 [高島A遺跡]
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第 2節 調 査 の概 要

調査区は造成工事により山砂の盛土がなされていたため、まず重機で盛土 と旧水田耕作土を除去

し、その後に作業員を投入 して、遺構検出、遺構掘削、遺物取 り上げを順次人力で行った。作業の進

捗状況に応 じて写真撮影 (35nlm・ 6× 7中判・デジタル)や遺構概略図 (1/100)、 遺構断面図・遺構

平面図 (1/20)作成等の記録図化作業を実施 した。調査終了後は、埋め戻 しを行い現状復帰を図つて

いる。その際に住宅基礎工事の改良掘削深度より深い遺構が検出された地区では、不同沈下防止のた

め新たな山砂を充填 し重機で踏み固めている。

調査区の基本層序は 1～ 3層 に分層される。上から 1層 は山砂の造成盛土、 2層 は山砂の下の旧水

田耕作土、 3層 は灰責色 (2.5Y7/2)粘 質シル トの地山である。遺構は全て 3層 から掘 り込まれてい

る。

第 3節 遺構 と遺物

第 1項 本発掘調査 3地区

3号清 (S D03、 第 4・ 6図、図版 1・ 3)

調査区中央部に位置する北西一南東方向の溝である。途中で 4号溝 と合流 し、両端 とも調査区外へ

のびる。全長約9.5m、 幅70硼 ～130cmを 測 り、覆土は黒褐色シル トに炭化物が混在する。遺物は弥生土

器・珠洲が出土 している。第 6図 4は弥生土器の器台脚部片。 7は口縁部を方頭に呈する珠洲甕。

4号溝 (S D04、 第 4・ 6図、図版 1・ 3)

調査区中央部に位置する幅120cm～ 150cm、 深さ15cm～ 30cmの南北溝である。北端は調査区外へのび

るが、南端は 3号溝と合流する。切 り合い関係は判然としない。覆土は黒褐色シル ト又は黄灰色シル

トが堆積する。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片・珠洲が出土 している。

2号土坑 (S K02、 第 4図、図版 1)

1号土坑の東側に隣接する楕円形土坑である。規模は長軸120cm、 短軸90cm、 深さは最深で14cmを 測

る。断面は逆台形を呈 し、覆土は黒褐色シル トが堆積する。遺物は弥生土器・緑色凝灰岩剥片・鉄石

英剥片が出土 している。

第 2項 本発掘調査 4地区

2号溝 (S D02、 第 5・ 6図、図版 2・ 3)

調査区中央部に位置 し、北西―南東方向に向けて直線的に流れ、両端とも発掘区外へのびる溝であ

る。幅114cna～ 190cal、 深さ25cm～ 34cm、 全長約6.5mを検出。覆土は上層に責灰色シル ト、下層に黒褐

色シル トが堆積する。遺物は土師器 (古墳時代初期 )。 須恵器・珠洲・煙管が出土 している。第 6図 26

は2.6cm幅 の原体に卸目16条 を施す珠洲片口鉢である。27は 火皿が円形の煙管首部である。

3号溝 (S D03、 第 5・ 6図、図版 2,3)

調査区の北端部に位置する幅60cm～ 160cm、 深さ約25帥 の溝。中央付近で、ほぼ直角に曲が り、両

端とも調査区外へのびる。古墳時代初期の土師器が出土 している4号溝・ 9号溝を掘 り込んでいるた

め、時期はより新 しい。遺物は土師器 (古墳時代初期)。 須恵器・唐津・木札が出上 している。

9号溝 (S D09、 第 5・ 6図、図版 2・ 3)

4号溝の東側に並行する全長約1.2mの溝である。断面はIllね逆台形を呈 し、覆土は酸化鉄分を含む

黒褐色シル トが堆積する。 3号溝によつて破壊されているため、新旧関係はより古いと考えられる。

遺物は古墳時代初期の土師器が出上 している。第 6図 12は ミニチュア壼である。13～ 15は 「く」の字

状口縁部の甕。16～ 18は高杯のlTh部 ・脚部である。
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第 3項 本発掘調査 5地区

1号溝 (S D01、 第 7・ 9図、図版 4・ 5)

調査区東側に位置する南北方向の溝である。全長約 9mを 検出し、両端とも調査区外へのびる。北

端は平成20年度調査の 2地区 1号溝へと繋がる遺構 となる。断面は逆台形を呈 し、覆土は炭化物を含

む褐灰色粘質シル トが堆積する。幅約3.2m、 深さ約0.7mを測 り、溝底からは湧水が確認できる。遺物

は土師器・珠洲 。人尾・瀬戸美濃・土錘・鉄淳・木札が出土 している。第 9図 30～ 33は土師器、古墳

時代初期のものである。35は コの字状に外反する長頸をもつ珠洲甕、13世紀前半のもの。51は 2.4cm幅

の原体に卸目11条 を施す人尾す り鉢か。54は管状土錘。55は椀型状鉄津で重量355gで ある。

2号清 (S D02、 第 7,9図 、図版 4・ 5)

1号溝西側に並行する幅70cm～ 186cm、 深さ10cm～ 50cmを 沢1る 南北方向の溝。全長約10mを検出し、

両端とも調査区外へのびる。北端は平成20年度調査の 2地区 2号溝へ と繋がる遺構 となる。遺物は土

師器 (古墳時代初期)・ 珠洲・青磁が出土。第 9図 52は錦蓮弁文を施す青磁碗、南宋龍泉窯のもの。

5号土坑 (S K05、 第 7・ 9図、図版 4・ 5)

調査区北西端に位置する円形土坑である。規模は直径約 2m、 深さは62cmを 測る。底面での標高が

0,2mで 地下水が自噴するため、素掘 り井戸 とも考えられる①遺物は土師器 (古墳時代初期),珠洲が

出土。 l号溝出土の珠洲片と接合 したため、同時期の遺構である。

第 4項 本発掘調査 6地区

1号溝 (S D01、 第 8・ 10図、図版 6～ 8)

調査区東側に位置する幅66cm～ 110cm、 深さ約32cmを 測る北西―南東方向の溝である。全長約5.5mを

検出し、北端は調査区外へのびる。覆土は酸化鉄分を含む褐灰色又は灰黄褐色粘質シル トが堆積 し、

下層には明瞭なラミナが確認できる。遺物は弥生土器が出土。第10図 57は 口縁下端部に櫛状具で刻み

を入れ、外面に煤が付着 している弥生土器奏である。時期は弥生時代中期後半のもの。

3号溝 (S D03、 第 8,10図、図版 6・ 8)

調査区南東端に位置する全長 lmの溝。南端は調査区外へのび、北端は一部 1号溝と交わるが、切

り合いは判然としない。遺物は弥生土器が出土。第10図 59は 直線文・連弧文・磨消 し縄文を施す弥生

土器重。長野県中野市栗林式系統の上器とみられるが、胎土に雲母がみられないため模倣 した在地産

である。

6号溝 (S D06、 第 8。 10図、図版 6～ 8)

調査区中央部に位置 し、隅丸方形状に廻る溝である。幅36ctl～ 84cm、 深さ5cm～ 17cmを 測 り、全長6.9

mを検出した。東端は 1号溝によって破壊されているが、南端は調査区外へのびる。覆土は炭化物を

含む褐灰色粘質シル トが堆積する。遺物は弥生土器が出土。第10図 61は 回縁下端部に刻み、内面に羽

状文を施す奏であり、弥生時代中期後半のもの。62は胴部がソロバン玉状で、器高21calを 測る壼。

7号清 (S D07、 第 8・ 10図、図版 6～ 8)

1号溝の西側に約 4mの 間隔をおいて並行する溝。形状や覆土は 1号溝とほぼ同じで、全長約 4m
を検出した。北端は調査区外へのびる。遺物は弥生土器が出土 している。第10図 63・ 64は 同一個体の

長顎壼であろう。65は上下に穿孔を施すミニチュア土器。

9号土坑 (S K09、 第 8・ 10図、図版 6～ 8)

調査区西端部に位置する土坑、深さは最深で30cmを測る。調査区外へのびるため正確な外形は不明

である。覆土は酸化鉄分を含む褐灰色粘質シル トが堆積する。遺物は弥生土器が出土。第10図 68は 口

径16.6cmを預1る 高郭の杯部である。
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第 4節 総 括

高島A遺跡は、平成14年度から土地区画整理事業や個人住宅建築に伴 う発掘調査が継続的に実施さ

れてお り、過去の調査によって弥生～古墳時代、鎌倉～室町時代の 2時期の集落跡が確認されてい

る。平成21年度調査において、過去の調査で確認 した遺構へ繁がるものを検出している。 5地区 1号

溝は、規模や存続時期が一致 している 2地区 1号溝へと繋が り、途中で東側・北側ヘクランクして平

成17年度D-2区 1号溝へ続 く一連の遺構 と考えられる。覆土からは珠洲・八尾・瀬戸美濃 。青磁等

が出土 しており、人為的に掘削 した溝によって区画された在地領主等の屋敷地の存在が想定できる。

年々増加する発掘調査により、遺跡の様相が少しずつ明らかになることに今後も期待 したい。

第11図
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第 1表 出土遺物観察表 (高島A遺跡)

図版 No. 遺構 。出土地区 種類 器種 口径lcml 器高lcml 底径lcml 備 考 残存量

第6図

１

２

３

４

５

６

７

８

９

Ю

ｎ

包含層 3地 区

表±  3地 区

包含層 3地区

S D03 3地 区

S D03 3地 区

表±  3地 区

S D03 3地 区

S D03 3地 区

SD随 3地区

S D04 3地 区

表±  3地 区

弥生土器

八尾

弥生土器

弥生土器

弥生土器

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

土師器

土師器

土師器

土師器

斐

奏

高イ

器台

甕 (壷 )

甕

甕

甕 (壺 )

甕 (壷 )

甕 (壷 )

甕 (壷 )

擬凹線文

指頭圧痕

ミニチュア

内面赤彩

外面煤付着

回1/8

破片

破片

破片

)氏 1/6

破片

破片

破片

破片

破片

破片

12

13

14

15

S D09 4地 区

S D09 4地 区

S D09 4地 区

S D09 4地 区

壷

甕

甕

甕

底完存

口1/8

E]1/8

口1/3
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第 2表 出土遺物観察表 (高島A遺跡 )

図版 No. 遺橋●出土地広 種類 器穏 口径やけ 器高loml 藤径やけ 備 考 嬢

第 6図

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

S D09 4地 区

S D09 4地 区

S D09 4地 区

表±  4地 区

包含層 4地 区

S D03 4地 区

S D02 4地 区

S D02 4地 区

S D02 4地 区

S D02 4地 区

S D02 4地 区

S D02 4地 区

S D03 4地 区

S D03 4地 区

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

須恵器

須恵器

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

金属製品

唐津

木製品

甕 (壷 )

甕

甕

片口鉢

煙管

大鉢

木札

高杯

高杯

高イ

杯B

√ミ13.3

167

171

究豆30

,¶ 127

100

118

12.8

厚06

卸目16条

雁首部

墨痕

口9/16

E]1/2

脚完存

)真 1/4

破片

破片

破片

破片

口1/16

破片

,真 1/16

完形

)真 1/2

破片

第 9図

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S K05 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D02 5地 区

表±  5地 区

S D02 5地 区

S K05 5地 区

S K05 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D02 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

S D01 5地 区

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

珠洲

八尾

青磁

瀬戸美濃

土製品

鉄製品

木製品

甕

甕 (壷 )
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第 3章 土合地区分布調査

第 1節 調 査 に至 る経 緯 と調 査 の経 過

平成20年 9月 、富山県高岡農林振興センターから、射水市土合地区における県営ほ場整備事業の実

施にかかる事前協議を受けた。事業は平成22年度からの 6か年計画で、地区内の農道 。用排水路等の

撤去・新設および水田の切土・盛土を含み、 l haを 標準とする区画へ再整備するものである。

土合地区には、周知の埋蔵文化財包蔵地が確認されていなかったが、これは、地区の大部分が埋蔵

文化財未調査区域 となっていたためである。事業計画と埋蔵文化財の保護との調整を図るため、事業

計画地の全域を対象とした分布調査を実施 し、埋蔵文化財包蔵地の有無を確認する必要があった。

土合地区では、庄川に隣接する立地上、洪水による地形の改変が頻繁に発生 してお り、昭和 9年の

庄川洪水後には、土壌の移動や客土を伴 う大規模な耕地復旧事業が実施された。そのため、現地踏査

に加えて小規模な トレンチ発掘を併用 した分布調査を実施 し、表面採取による遺物の分布状況と、地

山や堆積土壊等の地形状況を併せて確認することで、必要な調査精度を確保することとした。

関係者との協議の結果、平成21年度の耕作終了後に、射水市教育委員会が主体となって分布調査を

実施 し、埋蔵文化財包蔵地範囲を確定した上で、翌年度以降に試掘調査を実施することとなった。

平成21年 9月 18日 、地元土合地区のほ場整備事業推進委員会において、分布調査の実施と調査方法

等について説明を行い、10月 15日 から10月 23日 にかけて現地調査を実施 した。

握
主ノ物

れ

第 12図 調査対象地及び周辺の遺跡 (1:25,000)
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第 2節 調 査 の方 法

調査は、ほ場整備事業計画区域全域の85ha(区画整理面積78.4ha)を 対象とし、地表面の踏査によ

る遺物の採取に加え、小型のバックホウを用いた幅0.6m、 長さ2.5m程度の小規模な トレンチ (以下T

と略す)発掘によって地下の旧地形をあわせて確認 した。

ただし、ほ場整備事業計画区域の北側に位置する、北陸新幹線整備計画地沿線の約16.7haは 、昭和59

年度に富山県埋蔵文化財センターによる分布調査が実施済みであったため、現地調査の対象からは除

外 し、既往の調査成果を参考とすることとした。

トレンチは、概ね現況の水田 3～ 5枚に 1か所の割合で任意に設定 した。掘削深度は、遺構面と考

えられる層、または土合地区一帯に広 く分布する砂礫層に達するまでとし、遺構・遺物の有無及び土

壊の堆積状況を確認のうえ、土層断面の実測及び写真撮影により記録を作成 した。掘削 した トレンチ

は計150か所で、総発掘面積は約233♂である。

第 3節 調 査 の概 要

第 1項 基本層序

基本層序は、上層から順に、 I層 :黒褐色粘質土、Ⅱa層 :黄褐色砂質土、Ⅱb層 :橙色砂礫、Ⅲ

層 :責褐色 。オリーブ褐色砂、Ⅳ層 :灰責色・にぶい責色シル ト、V層 :暗灰責色砂礫となる。

I層 は、現在の水田耕土及び床土である。Ⅱ層は、 I・ Ⅲ層間に堆積する砂質土層及び砂礫層であ

るが、堆積の上下関係が確認できないため、 a・ b層 に細分 した。Ⅱb層 はIFTね橙色を呈 し、径 10c�

から最大で40cm近 い円礫が多 く混入する。

Ⅲ層は、砂の堆積層を一括 したものである。色調や砂粒の大きさなど、場所によって異なった様相

を見せ、V層が深 く落ち込む場所を中心に堆積 している。Ⅳ層は地山と考えられる層である。V層 は

砂礫層であり、径10cm程度のⅡb層 と比較 して小粒の円礫が多 く含まれている。 トレンチ発掘では、

V層 の砂礫層までを調査対象とした。

第 2項 遺構 。遺物及び地形の状況 (第 13図、図版 9)

調査の結果、調査対象地内において、埋蔵文化財包蔵地の所在は確認できなかった。

調査対象地北東部を中心とした、1～ 29・ 31・ 32・ 69～ 75Tでは、地山となるⅣ層の堆積が確認でき

る。Ⅳ層は概ね地表下0.5m付 近に位置 し、比較的安定 した堆積状況といえるが、一帯では遺物の分布

は認められず、 トレンチ内においても遺構・遺物は確認できなかった。

Ⅳ層が遺存する範囲では、上部にⅡa層の堆積を伴う箇所が多い。 Ha層 の大部分は、 I層 直下に

堆積 しているが、15Tでは同層中から、18Tでは下層に現れる水路等の埋め立て跡とみられる粘質土

中から、それぞれ近代の瓦片が出土してお り、近代以降の造成盛土と考えられる。

現在、調査対象地の東側を流れる和田川や1巳 川は、河川改修によって北へ向かう直線的な流路 と

なっているが、以前はもう少 し西側に蛇行 した流れであったといわれる。

高樹文庫蔵の寛政11年 (1799)の 「嶋村二郎右衛門組下射水郡土合新村内検地領絵図」には、地区

の東方に蛇行する和田川や「古川」 と記された河川が記され、他にも地区を貫流する南北方向の河川

(水路か)が複数記されている。これらの蛇行 した1可川に鴨川の旧流路が含まれると考えられる。Ⅱ

a層 は、和田川及び鳴川流路付近を中心に堆積 していることから、後世、河川跡地や周辺の低い土地

に対 し盛土造成を行ったことを示すものと考えられる。

調査対象地の北西～南部に位置する、33～ 37・ 40～ 56・ 76～ 83・ 87～ 132・ 134～ 150Tでは、広範囲

に渡ってⅡb層 ,V層 の砂礫層が堆積 している。先述のとお り、上下 2層 に分かれるこの砂礫層は、
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■ トレンチ

Ⅳ層 (シル ト層)の主要分布範囲

V層 (砂礫層)の主要分布範囲

調査対象外範囲 (北陸新幹線沿線)

0                                      500m

第13図 分布調査の結果
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共に河原石とみられる円礫を多 く含むが、含まれる礫の大 きさからその差が明瞭である。また、Ⅱb

層が I層直下で現れるのに対 し、V層 は I層直下から地表下1.3mま で出現深度に幅がある。

V層 の堆積時期は明確ではないが、庄川に隣接 し、古来より洪水被害が頻発 している土合地区の立

地からも、長年に渡 り庄川の流水によって逗ばれた砂礫層 と考えられる。

一方、Ⅱb層 については、186Tの Ⅱb層 下層において、近年の埋め立てとみられる木片を含んだ粘

質上の堆積を確認 している。埋め立て時期を特定できる遺物は出上 していないが、この付近には、か

つて沼状の湿地が点在 していたことが知られている。また、昭和初期頃に礫を投入 し埋め立てた場所

があるとされることから、Ⅱb層 は、土質は異なるものの、Ⅱa層 と同様に近代以降に搬入された造

成土と判断した。

調査対象地の中央部は、Ⅳ層のシル ト層とV層 の砂礫層が混在する状況である。また、Ⅲ層の砂層

が厚 く堆積する場所が多 く見 られる。Ⅲ層は、48～ 54Tや 57～ 65Tな ど、Ⅳ・V層 が深 く落ち込む範

囲を中心に堆積 している。

第 3項 歴史的環境と調査のまとめ

今回の調査対象地である土合地区では、埋蔵文化財包蔵地の所在は確認できなかった。以下、土合

地区の歴史的環境と調査で得られた所見とを総括 し、調査のまとめとしたい。

土合地区は、明治22年 (1889)の 町村分合によって誕生 した旧浅井村に含まれる。旧浅井村は、土

合地区及び、現在の広上 。小泉・上条・下条 。島・堀之内村から成 り、このうち広上 。小泉・上条・

下条・島の 5か村は「浅井郷五ケ村」と称され、中世以前から存在 した。

土合地区は、土合村・土合新村・古川新村・柳俣村の 4つの集落によって構成され、これらの集落

は、大正 3年 (1914)に 統合され、浅井村大字土合となった。

土合村は、土合地区の最北部に位置する集落であり、庄川の洪水で荒廃 した土地の開拓によって誕

生 したとされる。集落の成立時期は定かではないが、近世初期 とされる南葵文庫本「越中国絵図」

(東京大学総合図書館蔵)に、既に土合の名が見え、承応 2年 (1653)に は、加賀藩の「改作法」に

よる改作が実施されている (折橋家文書)。

土合新村は、土合村の南部に位置する。寛文 2年 (1662)に土合村の農民が、庄川洪水で荒廃 した

旧土合村領を再開発 したのが始まりとされる。元禄 3年 (1690)に は、土合をはじめ、周辺の上条・

下条・二口からの入会地開拓があ り「四ケ村開」 と称 した。以後、継続的に新開を続け、寛保 2年

(1742)に 一村立てとなった。

古川新村は、土合地区の東部に位置する。享保元年 (1716)に 、庄川洪水の入川跡地 となってい

た、土合・東広上 。上条・下条・島・二日の近郊 6か村の入会地を開拓 したのが始まりとされる。は

じめ「古川開」と呼ばれ、寛政12年 (1800)に 一村立てとなった。

高樹文庫蔵の「嶋村二郎右衛門組下射水郡土合新村内検地領絵図」では、「古川」と記された河川

流域に「古川開領」の名が見えることから、この「古川」周辺が享保元年の庄川洪水入川跡地と考え

られる。

柳俣村は、土合地区 4か村のうち、最も西寄 りの庄川沿いに位置する。享保12年 (1727)に 、枇杷

首・深沢・百米木 。出来田・下条・中村の周辺 6か村の入会地を開拓 したのが始まりである。川柳が

繁茂 していたことから「柳俣開」と呼ばれ、慶応 4年 (1867)に は、「柳倶村」の地名が見える。

庄川に近いという立地上、土合地区でも最 も洪水の頻発 した場所 と考えられ、「嶋村二郎右衛門組

下射水郡土合新村内検地領絵図」には、庄川本流に匹敵する川幅の入川被害状況が記されている。

土合地区 4か村のうち、最も古い土合村は、通称「高土合」と呼ばれ、近郊の土合新・古川新・柳
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俣 よりも標高の高い場所に位置する。 トレンチ調査でも、この一帯において地山のシル ト層が一定の

堆積状況を示 しており、地区内の他の集落と比較して安定 した立地といえる。

これに対 して、後発の集落である土合新・古川新・柳俣村近では、砂や砂礫の堆積が目立ち、現在

の水田下には、起伏に富んだ地形が残されている。このことから、近世初期に土合村の周辺から開拓

が開始され、集落の拡大や洪水による耕地の流失等を契機に、南方或いは西方の標高の低い土地へ

と、新開地を求めて開拓を続けていった状況が伺える。

集落誕生の経緯に見えるとおり、土合地区の歴史は、度々の洪水による荒廃 と再開発の歴史であっ

た。現在の庄川は、堤防によって固定された流路 となっているが、かつては洪水の度に分流・乱流を

繰 り返 してお り、土合地区を含む流域の集落は、近世以降20数回に及ぶ大洪水に見舞われている。

近世では、宝暦13年 (1763)、 安永 6年 (1777)、 嘉永 4年 (1851)の 洪水被害が文献記録等に

よって知られてお り、近年では、昭和 9年 (1934)の 庄川洪水が有名である。

昭和 9年の洪水では、土合地区の上流にある広上地内の庄川東側堤防が決壊 し、土合地区を含む旧

浅井村はもちろん、下流にあたる当時の大門町・大島村・塚原村・作道村 。片口村・下村及び海岸部

の新湊町・堀岡村にまで浸水被害が及んでいる。

土合地区では、全戸が浸水 し、耕作地が全減に近い被害を受けた。一面に水田が広がる現在の景観

は、この洪水の後、住民が一九 となって復旧を成 し遂げたものであ り、地区の南部には、昭和15年

(1940)に 建立された水害復興記念碑が現在も残されている。

トレンチ調査では、地区北東部のシル ト層、南西部の砂礫層、中央部の砂層 という場所によって大

きく異なる堆積土 と、起伏に富んだ地形状況を確認 している。西方の庄川、東方の和田川・鴨川に挟

まれ、常に河川の影響下に置かれているという立地から、シル ト・砂礫・砂という堆積上の差異は、

東西の河川が運ぶ土砂の性質に由来するものであろう。また、洪水の度に流路の変化が発生 し、土

砂 。砂礫の流入による島状の高まりや湿地が所々に形成されていったと考えられる。

土合地区では、未曽有の災害であった昭和9年 の洪水復旧工事の際に、大規模な客土や礫の移動が行

なわれているが、洪水以前の昭和初期においても、地区の各所で湿地と礫原が混在 し、集落の周辺部

に小規模な水田が散在する状況であったといわれる。

今回の分布調査では、遺物の散布や遺構の存在は認められず、治水技術の未発達な近世以前におい

ては、安定した集落の形成が望めなかった場所であつたと考えられる。

参考文献

大門町 1981年  『大門町史』

大門町 1994年  『大門町 歴史の道調査報告書』

大門町 2005年  『大門町史続巻』
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第 4章 その他の遺跡調査

平成21年度に射水市教育委員会が実施した埋蔵文化財の調査件数は、分布調査 3件・試掘調査19件・

本発掘調査 4件 。工事立会11件であった。傾向としては、試掘調査件数が昨年度比較で 1割増加、調査

原因がイ回人専用住宅建築に伴うものがその約 3割を占める結果となった。

分布調査

N9 薙 難 藤因 醐 闘 Ala破 ■猿蜘 期 採集遺駒 BH発への対応

ヒ合1071

外1筆
個人専用住宅建築 1,635∬ 未賠杢地 標高7mの 水日 支障な し

2
黒河新4951■

外8年
集合住宅建築 H21512 2234正

大開遺跡 太間山遺動
包蔵地内

標高14～ 18mの
畑地

支障な し

土合地区 県営ほ場整備事業 H211015～ 23 7840001n 未踏査地
標高6～ ■mの
水日

支障な し

計 3作 対象面積 787869正

試掘調査

聴 齢 .B 新機 原 因 調査期間 対象面積 発掘甍積 種別 検出4H H士連物 開秦への対応

今井二島
2■043

今非432番 地
携祥電話
基地局建設

散布地 支障なし

本田天水
本田字天水180番 ユ

llt帝 電話
基地局建設

H2161 ЮO面 散布地 支障なし

3
宮

８．

仕

Ю

十

２‐
三 ヶ17硝

管

設

保

建

興

庫

神

倉 H21610 12311 19nl 散布地 土 坑 支障なし

赤井
211445

赤井4742 個人専用

住宅建築
49811 案 落 泄 土坑 支障な し

5
烏帽子形
211014

西新湊29番 9
個人専用

住宅建築
H2198 358汗 10111 散布地 支惇な し

本江束
211050

かもめ台10外 1筆
用

築

専

建

人

宅

価

住
H21910 38911 101n 散布地 集落 溝 中世珠 1川  中世上師器 支障な し

柵
』

上

２ 新開発駐,1外3箪 墓地造成 391∬ 178111 散布地 集諮 i離  土坑 支障なし

HS-04
大江421‐ 1外 1箋 墓地造成 713言 散布地 集語 支障な し

9
高島A

作道303呑 1 店舗建築 H21916 201n 散布地 集落 支障なし

10
安 吉 安吉字大正

129番 5外 1筆

秘帝電話 Rl

鉄塔建設
H21105 21l ll 15n4 散布地 支障なし

針原西
211090

黒i可 734番 地外2争
協流倉庫

建設
散布地 築落

自然流P4

経
艇文上器 石 lrl

I法によつては

本発掘調査必要

今井市
2,1042

今井170番 1タト10笹 警察署建設 11266汗 18011 談布地 支障なし

呉河尺目
211104

黒河字尺目
1935番 2夕 12筆

用

集

車

建

人

宅

銅

住
428証 242111 散布地 集諮 支障な し

加茂社
211088

戸破字加茂
1735呑 12外 1筆

宅地造成 976汗 368� 散布地 集諮 溝 弥■■器 支障な し

果 i可 西山
黒河字竹山3342番 駐車場造茂 製鉄 窯 支障な し

大江粥番よ外10争
グラウント

造成
H211119-21 9951耐 弱 i nl 散布地 案落

き墳■1市器 古代須恵器 中IL珠洲
近世陶磁器

支障な し

|卜木 C
松本19番3

修理工場

建設
H211126 27 97811 10611 散布地 涯 古墳土師器 古代須恵器

工法によっては

本発掘調査必要

本国畑田
本日字宮団46■ 駐車場と成 838nl 432111 散お地 土 坑 中世珠 1川  中世土師器 支障な し

高島A
211027

鏡官203■ 外4等
学校給食

建設
H22119 51675 94 nl 655111 散布地 集諮 支障なし

討 17遺跡19作 対象面積 38∞ 6銘 ll 発掘面積 1538汗

本発掘調査

臨
―
Na翌鶴″魯 脚 原因 霞査期岡 発掘面積 種別 検出遺掘 出土遺物

高島A
2,1027

鏡官弥■2丁 目68
個人専用

住宅建築
H21514ヽ 64 鵠 ll 案落 散布地

弥生i歳  株生土坑
中世泄

殊生上器 中世珠洲 中L八尾

高島A 鏡宮弥生2丁 目■9

外1年

lH人専用

住宅建築
67汗 集落 散布地

古墳潜 中世lrr 中
世上坑 近Li十

古墳土師器 古代須恵器 中世珠洲 近世啓μ

近世煙管 本製品

3
高島A

鏡宮弥生2丁 目75
個人専用
住宅建築

H21625-723 11711 集落 散布地
占墳滞 中LI溝 中
世と坑

占墳上師器 中世珠洲 中世言磁 中世瀬戸美濃
中世人尾 鉄津 上錘 木製品

高島A
鏡宮弥■9丁 目101

個人専用

住宅建築
H2194～ 917 ，正 集落 散布地 弥生泄 弥生土坑 弥生土器

言「 1追 跡4件 発掘面積 334市

第 3表 平成21年度 埋蔵文化財発掘調査一覧
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第14図 試掘調査位置図

-21-

0～0は第3表試掘調査の番号を示す。



第 1節 平成21年度試掘調査概要

1.今井二島遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

2日 本田天水遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市今井432番地

平成21年 5月 20日

対象面積 :257ポ 発掘面積 :llだ

携帝電話基地局建設

尾野寺克実・金三津英則

なし

なし

対象地は遺跡範囲の西端部 に位置

し、標高約 2mに位置する。土層は上

から 1層 が水田耕作土、 2層 が水田床

土、 3層 が灰オリーブ色 (5Y6/2)シ
ル トの地山である。旧鉄塔跡 とみられ

る撹乱を確認 したのみである。東側隣

接地での試掘調査においても遺跡の広

が りが確認されていないため、遺跡の

中心はより北東側であり、当該地は遺

跡範囲外 と考えられる。

射水市本田字天水180呑 1

平成21年 6月 1日

対象面積 :100♂ 発掘面積 :11ポ

携帯電話基地局建設

田中 明・金三津英則

なし

なし

対象地の現況は資材置場で、標高約

7.5mに 位置する。土層は 7層 に細分

され、地山は灰黄色 (2.5Y7/2)シ ル

トである。造成盛土が厚 く、地山まで

2.lmを 測る。 lT中央部か ら北端部

において、腐植物を含むしまりのない

粘質上が、地山直上に堆積 してお り、

旧河川跡等の地形の落ち込みと考えら

れる。その他、遺構 。遺物の遺存は認

められなかった。

0       1om

ー
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3.十社宮遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市三ヶ1753

平成21年 6月 10日

対象面積 :123ぽ 発掘面積 :19ポ

神輿保管倉庫建設

田中 明・金三津英則

時期不明 :土坑 1基

なし

対象地の現況は神社境内地で、標

高約3.9mに 位置す る。土層 は 5層

に細 分 され、地 山はにぶい黄褐色

(10YR5/4)シ ル トである。 lTで検

出した土坑は、南北への広が りは未確

認だが、東西幅は約 lm、 深さは約25

cnaを 測る。遺物が出土 しなかったため

時期不明とした。十社宮の創建は中世

に遡 ると考えられるが、当該期の遺

構・遺物は確認できなかった。

4.赤井遺跡

所 在 地  射水市赤井477-2

調 査 期 間  平成21年 6月 18日

調 査 面 積  対象面積 :498ド 発掘面積 :15♂

調 査 原 因  個人専用住宅建築

調査担当者  尾野寺克実・金三津英則

検 出 遺 構  近世以降 :溝 1条・土坑 2基

出 土 遺 物  なし

調 査 概 要   対象地は標高約 5mに位置する。

土層 は 6層 に細分 され、地山は灰色

(10Y5/1)シ ル トである。 lT東端

部で深さ約25cmの溝 1条を検出した。

2Tでは土坑 2基を検出、直径・深さ

共に約30cmの小穴 と、幅1.2m× 2.Om

以上・深 さ約40cmの 長方形土坑であ

る。遺構覆土が水田床土と同質である

ことから、旧水田整備時に埋められた

ものと考えられる。

卦
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5口 鳥帽子形遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

6.本江東遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市西新湊29番 9

平成21年 9月 8日

対象面積 :358♂  発掘面積 :10ポ

個人専用住宅建築

金三津英則

なし

なし

対象地の現況は宅地で、標高約 1.6

mで ある。上層は11層 に細分 され、

地山は灰責色 (2.5Y6/2)シ ル トであ

る。昭和55年 に北側約90mの地点で実

施 した調査では、地表下1.lm～ 1.4m

の黒色土層から古墳時代の土師器が出

土している。今回の調査で確認 した第

8層が、土器が出上 した土層にあたる

と考えられるが、当該期の遺物は出土

しなかった。

射水市かもめ台10 外 1筆

平成2ユ年9月 10日

対象面積 :389♂ 発掘面積 :10♂

個人専用住宅建築

尾野寺克実・金三津英則

中世 :溝 1条

中世珠洲・中世土師器

対象地の現況は宅地で、標高約2.1

mである。土層は4層 に細分され、地

山はオリーブ責色 (5Y6/3)シ ル トで

ある。平成11年度に南側隣接の市道部

分で本発掘調査 を実施 してお り、奈

良・平安時代の遺構が確認 されてい

る。今回は遺構密度が非常に薄かった

場所に位置 しているため、溝 1条のみ

であり、当時の営みを感 じさせるもの

は確認できなかった。

ト

ヽ

0       10m

一
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フ.水上 。本開発遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

8日 HS~04遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市新開発訊5-1 外 3筆

平成21年 9月 14日

対象面積 :391♂ 発掘面積 :17.8♂

墓地造成

尾野寺克実・金三津英則

近世以降 :溝 1条・土坑 1基

なし

対象地は標高約 5。 9mに位置する。

土層は 7層 に細分され、地山はにぶい

黄色 (2.5Y6/3)シ ル トである。検出

した遺構の覆土は、 lTの溝がにぶい

黄褐色粘質土、 2Tの上坑は腐食 した

汚泥が堆積する。この上坑は遺物の出

土はないが、掘 り込み 。覆土状況から

近世以降の廃棄穴 と考えられる。この

地域は調査実績が少なく、遺跡の内容

が不明な地域である。

射水市大江421-1 外 1筆

平成21年 9月 15日

対象面積 :713♂ 発掘面積 :41.5♂

墓地造成

尾野寺克実 。金三津英則

なし

なし

対象地の現況は水田で、標高約2.3

mに位置する。土層は上から 1層 が水

田耕作土、 2層が水田床上、 3層がオ

リーブ責色 (5Y6/3)シ ル トの地山で

ある。 トレンチ西側 は若千高い地形

で、昭和30年代の耕地整理により削平

を受けている可能性がある。この地域

で遺構を確認 している粘質上の地山で

はないため、居住に適さない場所で

あったと考えられる。
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9.高島 A遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市作道303番 1

平成21年 9月 16日

対象面積 :201♂ 発掘面積 :27♂

店舗建設

尾野寺克実 。金三津英則

なし

なし

対象地は標高約2.5mに位置する。

土層は上から 1層 が造成盛土、 2層 が

旧水田耕作土、 3層が灰色 (5Y6/1)

シル トの地山である。地山の標高は、

トレンチ南北で約40cmの 比高差があ

り、北側に向かって徐々に下が り低湿

地状の地形 となっている。北端部で

は、さらに約30cm北側へ落ち込んでお

り、対象地北側に旧河川の流路が存在

する可能性がある。

―

ヽ

10.安吉遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市安吉字大正129呑 5 外 1筆

平成21年 10月 5日

対象面積 :21lr 発掘面積 :15ポ

携帯電話用鉄塔建設

田中 明・金三津英則

近代以降 :溝 1条

時期不明 :溝 1条

なし

対象地の現況は水田で、標高約6.4

mに位置する。土層は上から 1層 が水

田耕土、 2層 が水田床土、 3層が自然

堆積土、 4層 が灰色 (7.5Y6/1)シ ル

トの地山である。 トレンチ東端部の溝

は、 2層 水田床上で埋 まっているた

め、近代以降の遺構 と考えられる。中

央部の溝は、地山を掘 り込み、 3層黒

色粘質土によって埋められているが、

遺物の出土はない。

0   20m
中
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所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 上 遺 物

調 査 概 要

11.針原西遺跡 (第 15図 、図版12。 14)

射水市黒河73-4番地 外 2筆

平成21年 10月 6日 ・ 7日 。30日

対象面積 :5,082『 発掘面積 :310♂

物流倉庫建設

尾野寺克実・田中 明・金三津英則

縄文時代 :自 然流路 1条

近代以降 :溝 1条

縄文土器 (後期前葉)。 石錘

対象地の現況は水田で、標高約3.4mで ある。土層は 7層 に細分 され、上下 2層 の

旧地表面が遺存 している。上層地山は灰責褐色 (10YR4/2)粘上で弥生・古墳時代か

ら奈良 。平安時代、下層地山は灰オリーブ色 (5Y6/2)粘 上で縄文時代中期の生活面

と考えられる。遺構は縄文時代の自然流路 と近代以降の溝を検出。縄文時代の自然流

路は、平成13年 度に対象地西側県道部分での本発掘調査で確認された遺構に繁がる流

れと考えられ、南側からの川筋が分岐し東西方向へ流路を変えることを確認 した。遺

物は縄文土器・石錘が出土。第15図 8は 口径27.5cmを 測る縄文土器の深鉢であり、縄

文時代後期前葉の前田式である。縄文時代以降の遺構が検出されなかったため、時代

によって遺跡の中心地が移動 しているものと推定できる。各時代における遺跡の縁辺

部に位置 し、遺構が形成されなかった場所 と考えられる。埋蔵文化財が遺存する範囲

(1,200♂ )内 において、現地表下80cm以上の掘削又は土壌改良工事等を施工する場合

は、記録保存が必要である。

Щ
、
、
出

ｒ
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:埋蔵文化財が遺存する範囲 (1,200詰 )
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12.今井南遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

13.黒河尺目遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市今井170番 1 外10筆

平成21年 10月 19日 。20日

対象面積 :11,266♂ 発掘面積 :180ポ

警察署建設

原田義範・尾野寺克実

なし

なし

対象地の現況は宅地で、標高約 3m
に位置する。土層は 5層 に細分され、

地山は黄褐色 (2.5Y5/4)シ ル トであ

る。平成 7年度にふるさと農道の新設

及び拡幅に伴う試掘調査を実施 し、対

象地南側の歩道も掘削 している。その

際も、遺構は検出されていない。対象

地内において埋蔵文化財包蔵地の広が

りは認められず、遺跡範囲の変更を検

討する必要がある。

/シ /     I L

等形
ド
‐
‐
‐
‐
睦
Ｆ

射水市黒河字尺目1935香 2 外 2筆

平成21年 10月 27日

対象面積 :428♂  発掘面積 :24.2♂

個人専用住宅建築

田中 明

なし

なし

対象地の現況は水田で、標高約8.6

mに位置する。土層は上から 1層 が水

田耕作土、 2層 が灰白色 (2.5Y8/2)

粘質シル トの地山、 3層 がにぶい責色

(2.5Y6/3)粗砂に礫が混 じる層であ

る。平成13年 度に東方約50mの県道小

杉婦 中線下で実施 した調査では、奈

良・平安時代の遺跡が確認されている

が、対象地においては当該期の遺構・

遺物は確認できなかった。

▲
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14.加茂社遺跡 (図版10)

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

15,黒河西山遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市戸破字加茂1735呑12 外 1筆

平成21年 10月 30日

対象面積 :976♂ 発掘面積 :36.8♂

宅地造成

田中 明

弥生時代 :溝 1条

弥生土器

対象地は標高約 5mに 位置する。

土層は上か ら 1層 が水田耕作土、 2

層が淡黄色 (2.5Y8/3)粘質 シル ト

の地山である。検出 した溝は褐灰色

(10YR4/1)粘 質シル トが堆積 し、弥

生土器が出上 した。平成 7年度に西方

約60m地点で行われた調査では、遺構

が確認されてないことから、今回検出

した遺構が広が りを見せる可能性は低

いと考えられる。

射水市黒河字竹山3342番

平成21年 10月 30日

対象面積 :171ポ 発掘面積 :4♂

駐車場造成

尾野寺克実

なし

なし

対象地の現況は雑種地である。土層

は 4層 に細分 され、地山は灰責掲色

(10YR4/2)粘 質シル トであり、地表

下120cm前後で検出 した。南側の台地

か ら崖地状 に落ち込 んだ低段である

が、東から西に向けて地山が低 くなっ

ていく様相が確認できた。平成16年度

に東側隣接地で実施 した調査でも遺構

がないため、埋蔵文化財包蔵地の範囲

変更が必要となる。

小 杉 中 学 校
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所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

調 査 概 要

17.朴木 C遺跡 (第 15。 16図 、図版13・ 14)

16.HS-04遺跡 (第 15図 )

射水市大江93番 1 外10筆

平成21年 11月 19日 ～21日

対象面積 :9,951♂ 発掘面積 :591♂

グラウンド造成

田中 明・金三津英則

なし

古墳土師器・古代須恵器 。中世珠洲

近世陶磁器

対象地の現況は水田で、標高約 1.3

mに 位置する。土層は 5層 に細分 さ

れ、上下 2層 の旧地表面が遺存 してい

る。上層地山は地表下20cm～ 30cmと ほ

ぼ表土直下に位置するため、耕地整理

等による削平で所々で消減 している。

遺物は、全て 1層水田耕作土からの出

土であり、流れ込みによるものと考え

られる。

射水市松木19番 3

平成21年 11月 26日 ・27日

対象面積 :978♂ 発掘面積 :106♂

4多理工場建設

田中 明・金三津英則

古墳時代 :溝 2条

近代以降 :溝 1条

古墳土師器・古代須恵器

対象地の現況は水田で、標高約2.9

mに位置する。土層は上から 1層 が水

田耕作土、 2層が水田床土、 3層が明

黄褐色 (2.5Y7/6)シ ル トの地山であ

る。 2～ 5Tで検出した溝から、古墳

時代前期の土師器 (重 ・甕)が出土 し

ている。このため、対象地中央から南

西部への範囲内で、遺構に影響が及ぶ

工事等 を実施する場合は、記録保存

(260♂)が必要である。

―

勇

鮮

率

テ
く
イ
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れ

と

メ
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18日 本田畑田遺跡 (第 16図 、図版11)

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

19.高島 A遺跡

所 在 地

調 査 期 間

調 査 面 積

調 査 原 因

調査担当者

検 出 遺 構

出 土 遺 物

調 査 概 要

射水市本田字宮田46-1
平成21年 12月 9日

対象面積 :838ポ 発掘面積 :43.2♂

駐車場造成

田中 明・金三津英則

中世 :土坑 3基

中世珠洲・中世土師器

対象地の現況は水田で、標高約6.8

mに位置する。土層は上から 1層 が水

田耕作上、 2層が水田床土、 3層 がに

ぶい黄色 (2.5Y6/4)粘 質シル トの地

山である。検出 した土坑か らは珠洲

重 。中世土師器皿が出土 している。

対象地中央部の埋蔵文化財遺存範囲内

(145ポ )に おいて、現地表下20cm以

上の掘削を伴 う工事等を施工する場合

は、記録保存が必要である。

射水市鏡宮203-1 外 4筆

平成22年 1月 19日

対象面積 :5,675。Mド 発掘面積 :65.5ぽ

学校給食センター建設

田中 明・金三津英則

なし

なし

対象地の現況はグラウンドで、標高

約2.5mに位置する。土層は上か ら 1

層が造成盛土、 2層 が旧水 田耕土、

3層 が黒褐色 (2.5Y3/1)の 自然堆積

土、 4層 が灰オリーブ色 (5Y5/2)シ

ル トの地山である。弥生～古墳、鎌倉

～室町時代の遺跡が広がる高島A遺跡

の西側隣接地であるが、遺構が全 く確

認できなかったため、埋蔵文化財包蔵

地外であると考えられる。

壁

と

屋

一
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第16図 遺物実測図 〔試掘調査〕 (1/4)
朴木C遺跡 (27～ 34) 本田畑田遺跡 (35・ 36)
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第 4表 出土遺物観察表 (試掘調査)

図版 N0 |,I:ど 4骨鬱 種類 1羅 口幣顎lml 器81eml 蜘 備―■考 残存量

第15図

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

‐４

‐５

7T
7T
7T
7T
7T
7T
7T
ユT
7T
7T
lT
lT
7T
7T
lT

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

石製品

土師器

珠洲

伊万里

伊万里

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深外

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鎌

石錘

高杯

妻 (壷 )

皿

仏飯器

甕

甕

甕

甕

甕

甕

壷

27.5

341

長56 短盟.5

l■0

厚14

34

針原西遺跡 前田式

針原西遺跡 前田式

針原西遺跡

針原西遺跡 前田式

針原西遺跡 前田式

針原西遺跡

針原西遺跡 前田式

針原西遺跡 外面煤付着 前田式

針原西遺跡

針原西遺跡

針原西遺跡 葉脈文

針原西遺跡 網代圧痕

針原西遺跡

針原西遺跡

針原西遺跡 69g

破片

破片

破片

破片

破片

破片

破片

口1/7

EI11/12

,真 1/8

,衰 1/8

底完存

,真 1/8

底3/X6

完形
‐６

‐７

‐８

‐９

一
２０

２．

２２

２３

２４

２５

２６

4T
10T
4T
12T

HS-04遺 跡

HS-04遺 跡

HS-04遺 跡

HS-04遺 跡

朴木C遺跡 外面煤付着

朴木C遺跡

朴木 C遺跡

朴木C遺跡

朴木C遺跡 外面煤付着

朴木C遺跡

朴木C遺跡

破片

破片

E]1/12

Σミ3/4
2T
2T
2T
2T
2T
4T
2T

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

蜘
‐５．５郷
町
町
‐５．．剛

Eヨ 1/8

回1/2

E]1/4

E]1/8

E11/8

口1れ 体1/4

E]1/6

第16図

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

2T
2T
4T
4T
4T
4T
IT
2T

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

須恵器

須恵器

中世土師器

珠洲

甕 (壷 )

甕 (壷 )

甕(壷 )

甕(壼 )

高杯

高郭

不

甕

朴木C遺跡

朴木C遺跡 外面煤付着

朴木C遺跡 外面煤付着

朴木C遺跡

朴木C遺跡

朴木C遺跡

朴木C遺跡

朴木 C遺跡

底完存

底完存

底1/12

底完存

破片

破片

E]1/8

破片

EI11/3

破片

lT
lT

皿

士霊

本田畑田遺跡

本田畑田遺跡 指頭圧痕
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高島 A遺跡 〔3地区〕
1.遺構全景

(耳 ヒ西から)

汁
″,青SD03C― C′

(南東から)

溝SD04G一 G′

(南から)

〉毒SD03・ 04

全景 (南から)

土」克SK02
(耳 とんゝら)

3.

5.

にと学



図版2 高島A遺跡 〔4地区〕
■

=|
一を
一

1.遺構全景

(東から)

2. 溝SD02B― B′

(東 から)

3. 溝SD03D一 D′

(南 から)

4. 土坑SK08
仲衛から)

5.,青SD09(ヨとから)

遺物出土状況

ャμ学一
一気

〓
　
・

一乗

】

　

々



高島A遺跡 〔3・ 4地区〕 図版 3
出土遺物

土器 (3地区 )

土器・金属製品

(4地区 )

▼ ユ

「

憎 担守 類為 憎
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1.遺構全景

(南 から)

2.溝SD01A一 A′

(南から)

3.溝 SD02」 一J′

(南 から)

4. 土JttSK05
(己面から)

5. 土坑SK06
(南から)
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高島A遺跡 〔5地区〕 図版5

出土遺物

土器・木製品

土器 。鉄滓



図版6 高島A遺跡 〔6地区〕
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1.遺構全景

(西から)

2.〉青SD01」 ―J′

(耳 とから)

3.溝SD03H一日
′

(耳 とから)

4.清SD06G― G′

(南 から)

5.溝SD07N一 N′

(南から)
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高島A遺跡 〔6地区〕 図版 7

禅場1鵡1. 溝SD01(西から)

遺物出土状況

P咽託溜〕

ど子憂ヨ
:lrf(

同上 (南 から)

〔第10図 58〕

溝SD06(西から)

遺物出土状況

〔第10図 62〕

溝SD07(西から)

遺物出土状況

〔第10図 63・ 64〕

土坑SK09 (司 とから)

遺物出土状況

〔第10図 68〕

5,



図版8 高島A遺跡 〔6地区〕
出土遺物

土器



土合地区分布調査 図版 9

2.

1.土合地区遠景

(南 から)

重機掘削状況

(東 から)

3.137ト レンチ土層断面

(耳ヒカ`ら)



図版10 カロ茂社遺跡 〔試掘調査〕
淋龍等l ti 1.ト レンチ掘削状況

(耳 しから)

2.弥生溝の上層断面

(西から)

3.出土遺物

土器
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本田畑田遺跡 〔試掘調査〕 図版 11
1. 婿象地全景(北から)雪畢警琴子■

2.中世土坑の上層断面

(東 から)

3.出土遺物

土器

オ均
始
件
一歩

０

鯉
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図版12 針原西遺跡 〔試掘調査〕
1.対象地全景 (東 から)

1ト レンチ掘削状況

(西 から)

8ト レンチ土層断面

(東から)



朴木C遺跡 〔試掘調査〕 図版 13
1.対象地全景 (西から)

2.2ト レンチ遺物出土状況

(】ヒから)

3.4ト レンチ遺構完掘状況

(西から)



図版 14 試掘調査
針原西遺跡

土器

朴木 C遺跡

土器
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*コ ー ド欄の ( )内の数字は合併前の富山県埋蔵文化財包蔵地地図の遺跡番号を示す。

*試掘調査の抄録は第 3表を参照する。
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耳ヒ糸睾 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

高島A遺跡
富山県射水市
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平成21年度
20090514^―

20090604

平成21年度
20090514^―

20090605
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67n了

個人専用

住宅建築
平成21年度
20090625～

20090723
117♂

平成21年度
20090904～

20090917

２
ｍ

ワ
イ

戌
υ

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

高島A遺跡
集落

散布地
弥生 (中期・後期 )

鎌倉・室町時代
溝・土坑・井戸

弥生土器・土師器
須恵器・珠洲・入尾

青磁・瀬戸美濃
唐津・木製品

要  約
鎌倉～室町時代の区画溝の延長を確認 し、珠洲・人尾・瀬戸美濃・青磁等が出土 した。この人為
的に掘削した溝によって区画された、在地領主等の屋敷地の存在が想定される。
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